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陽子線や炭素線などの荷電粒子を利用した粒子線治療は、X線治療とだ頼すると、
がん病巣に選択的な照射が可能な副作用の少ない治療法である。しかし一方で、治療
施設が大がかりになり、治療費が高額になるという問題点もある。そのため、粒子線
治療の早期治療効果予測は、治療戦略の決定や患者のQOL向上に有用であるが、未だ
達成されていない。そこで、申請者は、細胞の増殖能を反映する 3七deoxy-3L18F‐■uoro
血ymidine(18F―FLT)‐PET検査が、粒子線治療の早期治療効果予測に有効であると考え、
培養細胞および担がんマウスを用いて、その有効性を基礎的に検討した。
培養細胞を用いた検討では、大腸がん細胞 Colon‐26をフラスコで培養した後、0。1、
0,5、1、 5、 10 Gyの陽子線、炭素線、X線をそれぞれ照射した。照射4日後まで毎日
各照射群の細胞数を計測、あるいは照射翌日に 18F―FLTの細胞への集積量を測定した。
担がんマウスを用いた検討では、移植 10日後に、0。5、 1、 5 Gyの卜易子線、炭素線、X
線をそれぞれ照射し、翌日18F―FLTによるPET撮像実験を行つた。
培養細胞への照射実験の結果、X線照射では 5、 10 Gy群で、粒子線照射では 1、 5、
10 Gy群でコントP―ル群よりも有意な細胞数の低下が認められた。この結果は、X線
治療と比較して粒子線治療の効率の良さを示唆している。一方、照射 1日後に 18F―FLT
の細胞への集積量を検討した結果、X線照射では 5、 10 Gy群で、粒子線照射では 1、 5、
10 Gy群で、コントロール群よりも有意な低下が確認された。これらの結果は、18F―FLT
の集積量が、細胞数の減少が始まるよりも早い段階で、その減少を予測可能あること
を示唆している。次に、担がんマウスに照射を行った 1日後に、18F‐FLT―PET撮像実験
を行つたところ、X線照射では5 Gy群で、粒子線照射では 0。5、 1および5 Gy群にお
いて有意な 18F‐FLTの集積低下が認められた。また、粒子線照射における相対的な腫瘍
体積の有意な低下は、1および5 Gy群で観察された。以上の結果は、18F―FLT‐PETは、
腫瘍体積の減少がおきるよりも早い段階で、粒子線の治療効果を予測できることを示
唆している。
申請者は、腫瘍体積や細胞数の変化が現れるよりも早期の粒子線照射 1日後に、腫
瘍への 18F―FLTの集積が低下することを明らかにした。このことは、粒子線照射後早期に
18F―FLT―PET検査を行うことイこより治療効果予測が可能であることを示しており、本学学位論
文として十分価値あるものと判断した。
(平成27年3月23日)
別紙様式第5号(第8条関係)
最終試験の結果の要旨
整理番号 氏  名 りん林
ちょう
超
学位論文題目
Predict市e value of early stage uptake of 3.‐deoxy-3.―18F‐all Юthymidine in
cancer cells treattd Ⅵih charged ParticleねDda on
(粒子線照射後早期の ダーdeoxy‐3七18F―■u()rothymidine‐PETによるがん
治療効果予測に関する基礎的研究)
特別審査委員
主査 ＼}卜 泳 ´
六 庸
帝4柑k
?
?
副査
副査
上記の者に対 試間により,学位論文を中心とした関連分野について試
筆 答
合 格
問を行つた結 と判定した。
不合格
口 頭
(平成 27年3月23日)
備考 補充する必要があれば,空白部分に記入する。
別紙様式第6号(第8条関係)
在学期間短縮の審査結果
整理番号 氏  名 りん林
ちょう
超
学位論文題目
Predictive valueof e rly sta′ge uptake of 3.―deoxy-31-1もF‐allorothy=nidine in
cancer cells treated wih charged particic iradiation
(粒子線照射後早期の 3Ldcoxy-3上18F―nuorothymidine―PETによるがん
治療効果予測に関する基礎的研究)
特別審査委員
主査 (I＼ 滞様
離 添ガ＼〒
ジヘ い
うつ  ノ
副査 舌 小  ボす魚
学位論文審査及び最終試験の結果に基づき,福井大学大学院学則第38条ただし書きに
規定する,優れた研究業績を上げた者と 3月間在学期間を短縮する。
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